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この度は弊社の製品(25JFL 型)をお買上げいただきまして誠にありがとうございました。 

この製品は液面に浮遊するスカムを効率よく回収装置に送り出す装置となっております。

これら各部の特徴並びに取扱要領について説明しますので、ご理解いただいた上でご愛用

くださいますようお願い申し上げます。 
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注 

意 

この取扱説明書は、標準仕様の装置を対象として  

書かれています。 

特別仕様の装置については、仕様内容を本文中の  

該当する項目または語句に置き換えて、お読み  

ください。 
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Ⅰ．各 部 名 称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の輸送中に破損した箇所、ボルト、ナットなどに緩みがないかをご確認ください。 

 

Ⅱ．仕 様 

 

25JFL
 型 

取扱い液 雑排水、浮遊物を含む液 

水中ポンプ 

標準性能  ：流量 200L/min   吐出飛距離 1～3ｍ 

標準電源仕様：三相 200V 50/60Hz 

乾式水中形誘導電動機・2 極 400W E 種 サーマルプロテ

クタ付 

ケーブル：VCT/2PNCT 標準 6m 

異物通過型 ダブルメカニカルシール 

ノズル 
標準ノズル：フレア型(ノズル幅 45mm) 

材質  ：ポリアセタール 

フロート 材質  ：ポリプロピレン 

液  温 許容範囲：0～40℃ 

重  量 約 18kg 

オプション 操作盤 ON/OFF スイッチ、電磁開閉器、間欠運転用タイマー 

 

   ノズル 

(前面 4 個) アイナット 

(吊下げ/位置固定用) 

メインフロート 

水中ポンプ 

メインフレーム 

フロートサポート 

配管・継手 

（各所） 配管サポート 

フロート固定板 

（フロート毎 2 個） 
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Ⅲ．型 式 

 

例) ＹＤ － ２５ＪＦＬ － ００ Ｖ０６ ６２０ (Ｔ) 

               ②    ③    ④  ⑤ 
 

②水中ポンプ動力 

 Ａ０：０．４ｋＷ（単相） ００：０．４ｋＷ 

 

③水中ポンプケーブル材質/長さ 

 Ｖ：ＶＣＴ Ｐ：2ＰＮＣＴ / ０６：6ｍ（長さを m 数で表記） 

 

④水中ポンプ周波数/電圧 

 5：５０Ｈｚ 6：６０Ｈｚ 

 １０：１００Ｖ ２０：２００Ｖ ２２：２２０Ｖ ３８：３８０Ｖ ４０：４００Ｖ 

 

⑤特型 

 Ｔ：特型仕様 
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Ⅳ．取 扱 要 領 
１．ジェットフローには漏電や短絡時の保護機器や運転制御用のスイッチ類は附属してい

ませんので、ＡＣ電源との間に漏電ブレーカ及びサーキットブレーカを必ず設けてく

ださい。また安全上 ON/OFF スイッチ等を設けることを推奨致します。 

 

２．ジェットフロー本体をピット槽内に浸漬し設置してください。 

   その際に本体が噴射する揚力により流されないに、囲いを設ける（特に背面）、

もしくはロープ等で固定して設置をお願い致します。 

  ※ロープ等で固定する場合は、液面変動して水位が低くなった場合に水中ポンプ

が空運転にならないように考慮して拘束してください。 

 

３．水中ポンプの電源ケーブルをＡＣ電源に接続して運転を開始してください。 

 ・ノズルからの噴き出し方向や角度が適正であるかを確認してください。 

 

４．調整が必要な場合には、ピット槽から取出して再調整をお願い致します。 

 ・各ノズルはコネクタとの接続で、フレキシブルに角度を調整できます。 

 

５．操作盤がある場合には、電源を入れた状態でタイマーの運転時間と停止時間を状況

に合わせて設定して頂き、間欠運転をすることで、効率よく浮遊物を移動すること

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．フ ロ ー ト 部 保 守 点 検 （水中ポンプ以外） 
 

１． 各ネジ部及び配管に緩みがないか定期的にご確認ください。緩みがあった場合には

増し締めをお願い致します。 

 

２． フロート部の異物付着・劣化・破損がないか定期的にご確認ください。異物の付着

 量が多いと製品浮力に影響しますので定期的な清掃をお願い致します。破損すると 

   製品自体が傾き、場合によっては完全に水没して製品機能を果たさなくなること

がありますのでご注意ください。 

 

３． ノズルからの噴射量が少ない場合には製品内で閉塞が生じている可能性があります。

ノズルや配管を取り外して確認し、閉塞物を取り除いてください。水中ポンプ内の

閉塞物確認、または保守・点検を行う場合には、本体からポンプを取り外した後、

次項に従って実施してください。 

位置固定用ロープ 

囲い 

＜設置例＞ 
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Ⅵ．水 中 ポ ン プ 部 
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適用機種 使用限界圧力 

出力 0.75kW 以下の機種 0.2MPa(2kgf/c ㎡) - 使用時の吐出し圧力 

出力 1.5kW の機種 0.3MPa(3kgf/c ㎡) - 使用時の吐出し圧力 
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＜長期保管について＞ 

 

長期保管時は以下の様に保管頂く事を推奨致します。 

 

(1)屋外、直射日光が当たる場所、高温・多湿の場所、結露が発生する場所、 

  凍結する場所、異物や埃が入る可能性が有る場所、腐食性ガス中は避けて 

  保管してください。 

 （推奨温度：10℃～30℃ 相対湿度 95%未満） 

 

(2)モータ付の製品の場合は半年に 1 回は起動してください。 

 （出来ない場合はファン等を回してモータを回してください。） 

 

(3)運転前に各部のボルトに緩みが無いか確認してください。 

緩んでいた場合は締め付けてから運転してください。 

 

(4)運転前や長期保管中も保管時間に合わせて、保守点検項目に記載の点検を 

   定期的に行ってください。 

 

(5)起動前にモータの絶縁抵抗が 10MΩ 以上である事を確認してください。 

 

(6)異物や通電部に埃や液体等の付着が無い事を確認してください。 

 

(7)使用液が固着や沈殿等しやすい場合は、排水や水洗をしっかり行ってから 

  保管してください。 
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Ⅶ. 保 証 ・ 修 理 
  

１.保証の期間と範囲 

  ①製品の保証期間は工場出荷日から 12 ヵ月間です。 

      水中ポンプ部の保証期間はポンプ運転時間が３０００時間以内です。 

  ②保証期間中に、本取扱説明書に記載された取扱方法にてご使用されたにも関わらず当社の製作上の 

   不備により故障や破損が発生した場合には、故障または破損個所を無償で修理させていただきます。 

  ③保証期間内であっても次の場合には原則として有料とさせていただきます。 

   ・本取扱説明書の取扱方法と異なるご使用または保管による故障や破損。 

   ・使用上の誤り及び不当な修理または改造による故障や破損。 

   ・火災、地震、水害、落雷、その他天災、地変など不可抗力の災害及び公害、塩害、ガス害、異常 

    電圧や指定外の電源（電圧、周波数）などによる故障や破損。 

   ・ガスケット、Ｏリングなどの消耗部品の摩耗、劣化。 

   ・お買い上げ後の輸送、取付場所の移設、落下などによる故障や破損。 

  ④お客様よりご指定の規格または材料で製作された製品に故障や破損などが生じた場合は、当社では 

   その責に応じられませんのでご了承願います。 

  ⑤取扱液の化学的もしくは流体的な腐食、液質・スラリーによる摩耗や異常または故障に対しては、 

当社では保証いたしかねます。ご契約の際に当社で選定した材質については、推奨できる材質を意味 

し、使用液に対する耐食性等を保証するものではありませんのでご了承願います。 

  ⑥故障や破損の原因を判定する際に疑義が生じた場合は、お客様と当社との協議によるものとします。 

  ⑦本取扱説明書の取扱方法と異なるご使用で発生したポンプの故障や破損に起因する関係費用、その他

の損害は補償いたしかねますので、ご了承願います。 

 ２.修理について 

（お願い） 

・修理に関してはご購入先へご相談ください。また、返送時は 

 接液部を充分洗浄してから梱包返送してください。 

   ご使用中に異常を感じた時は、直ちに運転を停止して故障か否かを点検してください。 

   「故障の原因と対策」の項を参照してください。 

①修理のご依頼は、ご購入先または当社の営業窓口にご用命ください。 

②修理を依頼される前に、再度この取扱説明書をよくお読みいただき再点検を行ってください。 

③遠隔地への出張サービスを行った場合の出張旅費はご請求させていただきます。 

  ④修理を依頼される場合には、下記の事項をお知らせください。 

   ・型式名と製造番号 

   ・使用期間と使用状態 

   ・故障個所とその状態 

   ・ご使用液（液名・液比重・液温度・スラリーの有無） 

   なお、返品される場合には輸送中に取扱い液が流出しますと非常に危険ですので、必ず内部を充分に

洗浄した上でご返送ください。 

   

     設置記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型 式 名 

購 入 日       年    月    日 製造番号  Ｎo． 

使用開始日       年    月    日 購入先 



 
 
 

本社営業部／海外営業部 
〒102-0076  東京都千代田区五番町14 5F 

本社営業部      TEL 03(5818)5130(代)  FAX 03(5818)5131 
海外営業部      TEL 03(5818)5134(代) FAX 03(5818)5131 
 

大阪営業所 
〒550-0002  大阪府大阪市西区江戸堀1-19-25 3F 

TEL 06(6467)8565(代)  FAX 06(6467)8566 
 

名古屋営業所 
〒460-0003  愛知県名古屋市中区錦1-5-27 5F 

TEL 052(253)8426(代)  FAX 052(253)8436 
 
福岡営業所 
〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前2-17-19 5F 
     TEL 092(710)6001(代)  FAX 092(710)6125 
 
筑波工場／サービスセンター  
〒300-2521  茨城県常総市大生郷町6127-5 

TEL 0297(24)1071(代)  FAX 0297(24)1075 
 
 

Worchemi Taiwan Co,. Ltd.(台湾台中市) 
      NO.915, ZHONGSHAN RD., SHENGANG DIST., TAICHUNG CITY 
      42955, TAIWAN 
      台中市神岡區中山路 915 號 

TEL 886-4-2562-8358  FAX 886-4-2562-8351 
 
 

World Chemical USA Inc.(米国カリフォルニア州) 
25691 Atlantic Ocean Dr. Unit B-15 Lake Forest, CA 92630. U.S.A. 

TEL 1-949-462-0900  FAX 1-888-860-3364 
 
 

Suzhou World Technology Co.,Ltd.(中国蘇州市) 
61. Fu Yuan Road, Xiang Cheng Economic District, SuZhou, 
Jiangsu Province, China 
江蘇省蘇州市相城経済開発区富元路61号 

TEL 86-512-6579-8212   FAX 86-512-6579-8215 
 


